
～気候変動を考慮した高潮の外力条件の

設定(案)について～

千葉県

資料3

第２回 千葉東沿岸海岸保全基本計画に係る検討会



目 次

１．高潮・波浪から防護する施設の高さの設定

２．高潮・波浪の外力条件の設定

（１）朔望平均満潮位

（２）平均海面水位の上昇量の設定

（３）潮位偏差

（４）気候変動を踏まえた外力条件の設定

３．高潮・波浪に対する防護高の設定方法



• 気候変動による将来の影響を見込む
➢ 朔望平均満潮位 ⇒平均海面水位の上昇量
➢ 潮位偏差 ⇒高潮時の潮位偏差の変動量
➢ 計画波浪に対する必要高（打ち上げ高）⇒波浪の変動等の影響分
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１．高潮・波浪から防護する施設の高さの設定

計画天端高【高潮、波浪】
＝ 朔望平均満潮位＋潮位偏差＋計画波浪に対する必要高（打ち上げ高）＋余裕高



第1回技術検討会 資料2「津波の外力条件について」より抜粋
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２．高潮・波浪の外力条件の設定
（１）朔望平均満潮位



第1回技術検討会 資料2「津波の外力条件について」より抜粋
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２．高潮・波浪の外力条件の設定
（２）平均海面水位の上昇量の設定

「海岸保全施設の技術上の基準」一部改正及び 計画外力の設定方法等に関する通知
・ 外力の将来予測はRCP2.6シナリオ（2℃上昇相当）における将来予測の平均的な

値を前提とすることを基本。 ただし、外力の変化にも予測の幅がある。

・ 設計高潮位及び設計波の見直しは気候変動の影響による平均海面水位の上昇、

台風の強大化等を考慮する必要がある。

気候変動の影響を踏まえた海岸保全施設の計画外力の設定方法等について

・ 21世紀末における日本沿岸の平均海面水位の20世紀末からの偏差と

して、 2℃上昇シナリオ（RCP2.6）では約0.39m（0.22～0.55m）上昇する。

気候変動の影響を踏まえた海岸保全施設の計画外力の設定に関する
参考資料等について

・ 津波を対象とする場合も平均海面水位の上昇を考慮する。

上記を基に、本検討において平均海面水位の上昇量の設定を+0.4 mとする。
なお、先行している千葉県東京湾側の海面上昇量の設定値と同じ。
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２．高潮・波浪の外力条件の設定
（３）潮位偏差

気象庁銚子検潮所

気象庁布良検潮所

計画値1.1m

計画値0.8m

● 現行計画の潮位偏差

• 千葉東沿岸の現行計画では、2検潮所における2001年までの観測期間の既往最大潮位
偏差をもとに計画値を設定する。
※東京湾沿岸では、伊勢湾台風級（940hPa)の台風が東京湾において潮位偏差が高くなると
考えられる想定コースを設定し、高潮シミュレーションを実施し、計画値を設定

• 本検討においては、d2PDF（2℃上昇シナリオ）のデータを参照し、現行計画の潮位偏差
の計画値となった台風に対して気候変動による台風中心気圧の低下量を算定し、高潮
シミュレーションから得られる潮位偏差を算定する。
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２．高潮・波浪の外力条件の設定
（３）潮位偏差

• 現行計画の潮位偏差を記録した台風

対象台風 最大潮位偏差※ 気圧（千葉県近傍）

T9512 
(1995年12号台風）

0.81m
(0.77m)

940hPa

T5822 狩野川台風
(1958年22号台風）

1.22m
(1.03m)

955hPa

T5822

T9512

対象台風における台風経路対象台風における
緯度と中心気圧の
分布

※気象庁では、過去の潮位観測記録（オリジナルデータ）をデジタル化し、現在と同様のデータとするため品質管理を実施した観測記録（再解析値）
が公表されている。 https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/db/tide/sea_lev_var/explanation.html

• 現行計画の潮位偏差を記録した各台風は、
緯度ごとに台風中心気圧が異なる。

• 気候変動に伴う台風中心気圧の低下量を算
定する際には、各台風が千葉県近傍に来襲
した際の中心気圧をもとに検討する。
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２．高潮・波浪の外力条件の設定
（３）潮位偏差

• 将来気候（２℃上昇）のデータを参照した、台風中心気圧の設定方法

（東京湾沿岸の場合）

上振れリスクを踏まえて
設計外力の中心気圧を

930hPaに設定

再現期間100年規模の
台風中心気圧

d4PDFデータ参照

現在気候941hPa

将来気候 935.7hPa※

を想定

※2℃上昇相当

出展：東京湾沿岸海岸保全基本計画検討会に係る第１回技術検討会資料２ P7
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２．高潮・波浪の外力条件の設定
（３）潮位偏差

• 千葉東沿岸における台風中心気圧の設定方針

出展：東京湾沿岸海岸保全基本計画検討会に係る第１回技術検討会資料２ P7

設定イメージ

シナリオ 参照デー
タ

T9512 T5822

現在気候 過去実験 940 955

将来気候（2℃
上昇平均値）

将来実験
(d2pdf）

936
→935

951
→950

将来気候（4℃
上昇平均値）

将来実験
(d4pdf)

930 947

※左図からの読み取り値

【 T5822 】
過去実験（現在気候）：955hPa
将来気候(2℃上昇） ：951hPa

【 T9512 】
過去実験（現在気候）：940hPa
将来気候(2℃上昇） ：936hPa

• 千葉東沿岸の現行計画の潮位偏差をもたらした
2台風(T5822,T9512)を想定台風として扱う。

• 現在気候におけるそれぞれの想定台風の中心
気圧と同じ再現期間となる将来気候の中心気圧
を想定台風の中心気圧として設定。

• 国の通知より「外力の将来予測はRCP2.6シナリ
オ（2℃上昇相当）における将来予測の平均的な
値を前提とすることを基本」としている。

• 千葉東沿岸では、下表に示す通り各台風は
935hPa（T9512）、950hPa(T5822)と設定。

※数値の読み取り誤差を加味して、5hPa間隔で台風規模
が大きくなるように設定。
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２．高潮・波浪の外力条件の設定
（４）気候変動を踏まえた外力条件の設定

千葉県の現行計画
(H28.9)

本検討の外力条件 設定根拠

気候
変動
条件

気候変動
シナリオ

― ２℃上昇シナリオ
（RCP2.6）

・「海岸保全施設の技術上の基準」
一部改正及び関係通知
⇒RCP2.6シナリオ（2℃上昇相当）想定時 ― 2100年

潮位
条件

潮位 朔望平均満潮位
T.P.+0.7m

朔望平均満潮位
T.P.+0.7m

最近５か年の潮位観測データをもと
にした最新の朔望平均満潮位

海面上昇 ― 0.4m
(２℃上昇時の平均値）

・「海岸保全施設の技術上の基準」
一部改正及び関係通知
⇒RCP2.6シナリオ（2℃上昇相当）
の海面上昇量約0.39m

台風
条件

中心気圧 T9512、T5822の台
風
(既往観測結果）※

T9512：935hPa 
※現行中心気圧より 5hPa低下

T5822：950hPa
※現行中心気圧より5ｈPa低下

・東京湾沿岸と同様の検討手法
・国の通知や外力条件等を考慮し

2度上昇の平均値を設定

台風半径
移動速度
台風経路

T9512、T5822
の台風を参考に設定

現行計画の潮位偏差の計画値（既
往最高潮位偏差）を記録した台風

※「千葉県の現行計画(H28.9）」の高潮偏差は既往最高潮位偏差で設定されているのに対して、波浪は1969 年～1999 
年に、千葉東沿岸に高波をもたらした31 の気象擾乱（台風・低気圧）を対象に、スペクトル法による波浪推算を実施。
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３．高潮・波浪に対する防護高の設定方法
検討フロー

• 高潮からの防護を対象とする海岸では、既往の最高潮位又は記録や将来予測に基づき
適切に推算した潮位に、記録や将来予測に基づき適切に推算した波浪の影響を加え、
これに対して防護する。（海岸保全基本方針より）

• 「既往最高潮位偏差を記録した台風に対して気候変動の影響を加味した外力」と
「50年確率外力」でそれぞれの条件により算出した防護高を比較し、千葉東沿岸の高潮
・波浪に対する防護高を設定する。

既往最高潮位偏差を記録した台風に対して
気候変動の影響を加味した外力 50年確率外力

【潮位条件】
高潮シミュレーションに
より最大潮位偏差を算出
し、計画高潮位を設定

【波浪条件】
波浪シミュレーションに
より最大有義波を算出し
、換算沖波波高を設定

【潮位条件】
潮位観測記録により50
年確率潮位偏差を算出
し、計画高潮位を設定

【波浪条件】
設計沖波資料(50年確率)
をもとに換算沖波波高

を設定

＜計画外力の設定＞ ＜計画外力の設定＞

＜施設前面の換算沖波波高の設定＞

＜防護高の算定＞＜防護高の算定＞

＜施設前面の換算沖波波高の設定＞

高潮・波浪に対する防護高の設定

比較してより高い防護高を採用



12

３．高潮・波浪に対する防護高の設定方法
余裕高

• 余裕高は天端高の設定における若干の不確実性を考慮して設定。背後地の社会性、経
済的重要度を一つの目安として余裕高を決定する。

• 最大1.0m程度を限度として適宜決定されることが多い。

＜現行計画＞
・気候変動や計算の不確実性を見込み、余裕高を0.5m程度に設定。

＜本検討＞
・千葉東沿岸では、外洋からの高波浪が卓越する地域であり、波の打ち上げ高による計算
の不確実性も考慮する必要がある。

出典：海岸保全施設の技術上の基準・同解説（平成30年8月P.3-31～3-32）

余裕高は、現行計画同様0.5m程度に設定


